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論文内容の要旨

本論文は導電性高分子の電気的性質とそのドーピング効果に関する研究の成果をまとめたもので， 9 

章からなっている。

第 1 章では，導電性高分子の電気材料としての重要性と，ドーピングによる電気伝導機構の解明が基

礎科学的にも，実用的にも重要な意義を持つ事を述べ，本論文の研究目的と意義を明らかにしている。

第 2 章では，共役系高分子としポリパラフェニレンピニレンをとりあげ，これに電子受容体を電気化

学的および化学的にドープした場合の電気的，光学的，磁気的性質を調べ，電気伝導機構，電子状態を

明らかにしている。

第 3 章では，ポリアセチレン，ポリパラフェニレン，ポリチオフェンポリパラフェニレンピニレン

などの導電性高分子をとりあげ，これにNH 3をドーピングした場合，導電性高分子の種類によってそ

の性質は全く異なった変化をすることを見い出している。

第 4 章では，側鎖に長い置換基を有するポリ (3 -アルキルチオフェン)フィルムにも，化学的，電

気化学的にドーピングが可能で，その性質はポーラロン，バイポーラロンモデルで説明できることを明

らかにしている。

第 5 章では，ポリ (3 -アルキルチオフェン)の溶液状態の性質が，濃度，温度および側鎖長により

大きく変化することを見い出し，これをロッドーコイル転移で説明している。また，ポリ (3 -アルキ

ルチオフェン)は，溶液中でもドーピングが可能で，単鎖としても導電性高分子の特性を持っているこ

とを明らかにしている。

第 6 章では，ポリクロロフェニルアセチレン，ポリパラフェニレンで，キャリア移動度をタイムオブ
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フライト法で実測し，そのドーパント濃度依存性を明らかにし，導電率に及ぼすドーピングの影響につ

いて検討を加えている。

第 7 章では，ポリクロロフェニルアセチレンとポリパラフェニレンビニレンの熱刺激電流の測定から

トラップの深さを評価し，ヨウ素のドーピング、効果について明らかにしている。

第 8 章では，ポリビニルアルコールフィルムの厚さによって，その電導特性が大きく異なること，ア

ンモニアドーピング効果が存在することを見い出している。

第 9 章では，本研究の成果を総括し，本論文の結論を述べている。

論文の審査結果の要旨

本論文は導電性高分子の電気的性質とそのドーピング効果を実験により調べ，その詳細を明らかにし，

電気伝導機構について検討を加えたものである。

すなわち，まず導電性高分子としての比較的単純な構造のポリパラフェニレンビニレンを作成し，こ

れに電子受容体を化学的，電気化学的にドープした場合のドープ量の関数として，導電率， E S R ，ル

ミネッセンスを調べ，電気伝導機構と電子状態，特にポーラロン状態を明らかにしている。

次に，各種導電性高分子にアンモニアをドープした場合。導電率が著しく減少するものと，逆に上昇

するものに大別されることを見いだしそのメカニズムを検討している。特に後者の場合アンモニアが

n型ドーパントとなっている可能性を明らかにしている。

また，ポリ (3 -アルキルチオフェン)は溶媒に可溶であり，その性質，特に吸収スペクトルなどが

溶媒の種類，温度，アルキル鎖長により大きく変化することを見いだしている。これを高分子鎖間の相

互作用が変化し，ロッド コイル転移が生ずるためであるとして説明できることを明らかにしている。

ポリ (3 -アルキルチオフェン)は溶液中であってもドーピングが可能であり，そのスペクトルが大き

く変化することを見いだしている。

さらにポリクロロフェニルアセチレン ポリパラフェニレンで移動度の測定，熱刺激電流の測定を行

い，導電性高分子中でのキャリア移動度，トラップなどの重要な因子を明らかにし ドーピングによる

導電率の著しい上昇にキャリア密度のみならず，移動度の変化の寄与も大きいことを見い出している。

一方，ポリビニルアルコールのような絶縁性フィルムでもドーピング効果があること，非常に薄いフィ

ルムでは特異な電導機構があることなども見いだしている。

以上のように本論文は，導電性高分子の電気的性質とそのドーピング効果の現象を詳らかにし，導電

性高分子の電気伝導機構を解明するとともに，さらに導電性高分子を機能応用する場合のさまざまな課

題の解決の指針を与えており，電気工学上寄与するところが大きし、。よって本論文は博士論文として価

値あるものと認める。
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